
企画財政課　危機管理係（☎２７５-８１５４）

 

防
災
コ
ラ
ム
　
命
を
守
る

第
21
回

　
水
を
確
保
す
る

　私たちの生活には、水は欠かせません。
　水は、飲むための『飲料水』のほか、洗い物やトイレに使用す
る『生活用水』などいろいろな用途があります。
　町では災害時に飲料水を少しでも多く確保できるよう、 
生活用水として井戸水を提供していただく 

『災害時協力井戸』の登録をおこなっています。

災害時協力井戸
　　　　　  を知っていますか？

　災害が長期化した場合、水道が断水していれば、飲むための水は勿論ですが、トイレや洗い物な
ど、衛生面でも水は貴重になります。ご自宅に井戸がある方におかれましては、地域での助け合い

【共助】の一環として、井戸水の提供をお願いできればと思います。
　現在、町では災害時協力井戸として２４件、登録をしていただいている方がいます。登録されて
いる方がいない地区もありますので、ご自宅に井戸があり、災害時に協力いただける方は是非とも
登録をお願いいたします。

 災害時協力井戸にご協力をお願いします

　ご存知のとおり人間のからだの約６０％は水分です。からだの水分は、普通に生活
しているだけでも、１日に２．５リットル（尿や便で１．６リットル、呼吸や汗で０．９
リットル）くらいの水分が排出されています。運動量などによってはこれ以上の水分
が失われますので、これを補うために３リットルくらいの水を確保しておく必要があ
るというわけです。からだの水分の５％を失うと脱水症状や熱中症の症状が現れるそ
うですので、こまめに水分補給をするよう心がけましょう。

 マメ知識　～水が１人一日３リットル必要な理由～

 災害時協力井戸の登録について
　災害時協力井戸への登録については、無償で提供いただけること、井戸水に、色、濁
り、臭いなどの異常がないことなど、いくつか要件がありますが、詳しくは役場企画
財政課、危機管理係までお問い合わせください。【☎２７５-８１５４】
※登録していただいた井戸については、災害時協力井戸の看板（右図）をお渡しし、 
　必要に応じて地域の役員さんや消防団などに情報を提供させていただきます。
※突然、見知らぬ人が水を求めて殺到することはありません。

 熱中症対策にも『水』は重要
　今年も暑い夏を迎え、熱中症で搬送された方も大勢います。
　夏の暑い時期に地震などの災害が起きた際は、断水や停電などの可能性も
あり、避難生活では普段よりも熱中症の危険性が高まります。
　ご自宅で備蓄する水は１人一日３リットルを目安に準備しておきましょう。
　ただし、これはあくまでも目安ですので、汗をかいたり、運動量によっては
それ以上の水分補給が必要になることもありますのでご注意ください。

災害時協力井戸看板

  　 　

『	おつきさまひとつずつ	』 『	郷土の発展に
つくした先人	』 『	団地のコトリ	』

長野　ヒデ子／作
童心社

北　俊夫／監修
偕成社

八束　澄子／著
ポプラ社

　まんまるお月さまが輝く夜、あこ
ちゃんはお母さんとおうちに帰りま
す。すると、あこちゃんのあとをお月
さまがずっとついてきます。よその
国にもお月さまはあるのかな？
　ちいさなあこちゃんとお母さんの
心がほっこりする月夜のおなはしで
す。

　郷土の発展につくした先人を４７
都道府県から一人ずつ紹介。本書で
は、医療で活躍した人を紹介してい
ます。山梨県では昭和町出身の杉浦
健造氏をとりあげ、原因不明の病「地
方病」の撲滅にとりくむ様子がわか
りやすく説明されています。

　母と二人暮らしの美月は、バレー
ボールに青春をかける中学三年生。
ある日、下の階の独居老人の部屋か
ら女の子の気配を感じる。居所不明
児童の問題を少女の視点から描いて
います。

今月のおすすめ本

イベントのお知らせ

◦9月の休館日
6日（月）、13日（月）、
20日（月・祝日）、
23日（木・祝日）、27日（月）、
30日（木・月末整理日）図書館だより

Library Information
昭和町立図書館　〒409-3864 昭和町押越 575  ☎ 275-7860  FAX 275-7870  URL https://www.lib.showacho.ed.jp/

No.136

【各種イベント中止のお知らせ】
　９月に開催を予定しておりました各イベントにつきまして、新型コロナウイルス感染症
の影響を考慮し中止させていただきます。今後のイベントの開催につきましては、次号の
図書館だよりをご確認ください。
　中止となるイベントは下記のとおりです。

　 ・「おはなし会」
　 ・「0,1,2 歳児のおはなし会」
　 ・「ギターの調べ」 （ 山上 浩幸 氏、矢崎 理恵 氏 ）
　 ・「手づくり御朱印帳教室」
　図書館の各イベントを心待ちにされていた皆さま、大変申し訳ございません。
　ご理解のほど、よろしくお願いいたします。
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問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.160

※7月の粗大ごみの日は、23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

※9月の粗大ごみの日は、9月27日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
そのごみ、本当に粗大ごみ？粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります！それ以外のごみは、しっかりと分別をして出してください。

　

私
た
ち
農
業
委
員
は
、
従
来
の
農
地
法
等
に
基
づ
く
権
利
移
動
の
審
議
許
可
等

に
加
え
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
·
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
·

解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
等
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
月
20
日
を
中
心
に
農
業
委
員
会
定
例
会
を
開
催
し
、
農
地
の
転
用
な
ど
に
つ

い
て
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
行
っ
て
い
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
８
月
上
旬
に
実
施
し
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
町
内
の
農
地
約
2
0
0
h
a
を
巡
回
し
、
作
付
状
況
等
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
遊
休
農
地
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
だ
、
最
終
的
な
集
計
は
終
了

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
全
体
的
に
、
耕
作
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
等
に
よ
り
、
年
々

遊
休
農
地
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

遊
休
農
地
対
策
と
し
て
は
、
農
用
地
利
用
集
積
計
画
（
農
地
銀
行
）
に
よ
り
、

農
地
の
貸
し
借
り
も
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委
員
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

昭
和
町
農
業
委
員
会　

会
長　

佐
野 

國
夫

竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

	シリーズ
その201国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

農
業
委
員
会
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
の
各
種
免
除
と
メ
リ
ッ
ト
の
ご
案
内

　
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
所
得
が

少
な
い
等
の
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
、申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
猶
予
ま
た
は
全
額
も
し
く
は
一

部
免
除
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
特
別
な
場
合
に
は
別
の
書

類
を
添
付
す
れ
ば
有
利
な
条
件
で
申
請
で

き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

⑴ 

失
業
等
に
よ
る
特
例
免
除
に
つ
い
て

　

本
人
、世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
の
い
ず

れ
か
の
方
が
退
職（
失
業
等
）さ
れ
た
場

合
、失
業
特
例
免
除
を
申
請
で
き
ま
す
。

　
［
退
職（
失
業
等
）さ
れ
た
方
の
前
年
の

所
得
を
ゼ
ロ
と
し
て
審
査
し
ま
す
。］た

だ
し
退
職
さ
れ
て
か
ら
２
年
後
の
６
月

ま
で
の
期
間
と
な
り
ま
す
。

※
免
除
の
申
請
書
の
他
、雇
用
保
険
の
適

用
が
あ
っ
た
場
合
は
次
の
い
ず
れ
か
の

書
類
の
コ
ピ
ー
が
必
要
で
す
。（
③
は

い
つ
で
も
発
行
可
能
と
の
こ
と
で
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　
① 

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

　
② 

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

　
③ 

雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失

　

 　
確
認
通
知
書

　
④ 

雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

　

 　
届
出
確
認
照
会
回
答
書

　
雇
用
保
険
の
適
用
が
な
か
っ
た
場
合
は

役
場
町
民
窓
口
課
ま
た
は
竜
王
年
金
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑵ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

　

 

に
よ
る
臨
時
特
例
に
つ
い
て

　
本
人
、世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
の
い
ず

れ
か
の
方
が
令
和
２
年
２
月
以
降
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
収
入
が
減
少
し
、所
得
が
相
当
程

度
ま
で
下
が
っ
た
場
合
、臨
時
特
例
免

除
を
申
請
で
き
ま
す
。

※
免
除
の
申
請
書
の
他
、専
用
の
所
得
申

立
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑶ 

産
前
産
後
期
間
の
免
除
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
出
産
さ
れ
た

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
方
は
国

民
年
金
保
険
料
が
出
産
前
後
の
一
定
期

間
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
免
除
の
申
請
書
の
他
、母
子
健
康
手
帳
の

　
コ
ピ
ー
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昭
和
町
広
報
の
国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ
の
今
回
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の

各
種
免
除
と
そ
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

	

国
民
年
金
保
険
料
の

　
各
種
免
除
の
ご
案
内	

     

農
薬
は
正
し
く
安
全
に

使
い
ま
し
ょ
う
！

～
安
全
・
安
心
な
農
作
物
を
栽
培
す
る
た
め
に
～

  

農
薬
を
散
布
す
る
前

・ 

周
辺
の
農
作
物
を
確
認
し
て
使
用
す

る
薬
剤
を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

薬
剤
の
使
用
方
法
等
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

近
隣
の
生
産
者
、住
民
へ
の
情
報
伝
達
を
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

散
布
器
具
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

  

農
薬
の
散
布
中 

・ 

風
の
向
き
や
強
さ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　・ 散

布
液
量
や
圧
力
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

ほ
場
の
周
辺
部
で
の
散
布
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

  

農
薬
を
散
布
し
た
後

・ 

タ
ン
ク
や
ホ
ー
ス
は
き
ち
ん
と
洗
浄
し
ま

し
ょ
う
。

・ 
防
除
日
誌
は
す
ぐ
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

農業委員による農地パトロール

　

免
除
・
学
生
納
付
特
例
の
申
請
手
続
き

は
役
場
町
民
窓
口
課
ま
た
は
竜
王
年
金
事

務
所
に
来
庁
さ
れ
る
か
、日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
郵
送
さ
れ
る
か
、い
ず
れ
か
で

行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

申
請
手
続
き
の
後
は
、日
本
年
金
機
構
に

お
い
て
審
査
を
行
い
、審
査
結
果
を
通
知
し

ま
す
。

※
免
除
申
請
の
流
れ
の
詳
細
は
広
報
７
月

　
号
の
シ
リ
ー
ズ
１
９
９
で
ご
案
内
し
て

　
い
ま
す
。

⑷ 

学
生
の
方
の

　

 

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

　
学
生
の
方
で
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

免
除
申
請
で
は
な
く「
学
生
納
付
特
例
」

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
制
度

は
所
得
限
度
額
未
満
の
方
が
学
生
の

間
、納
付
を
猶
予
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

※
学
生
納
付
特
例
の
申
請
書
の
他
、在
学

証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
コ
ピ
ー
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑸ 

国
民
年
金
保
険
料
の

　

 

一
般
の
免
除
に
つ
い
て

　
⑴
～
⑷
に
該
当
し
な
く
て
も
次
の
条
件

に
該
当
す
る
方
は
免
除
の
申
請
が
で
き

ま
す
。

　
① 

20
歳
に
な
り
、国
民
年
金
に
加
入
し

　
　

 

た
が
学
生
で
は
な
い
方

　
②　
昨
年
末
に
学
校
を
卒
業
し
た
方

　
③ 

今
年
の
１
月
以
降
に
入
国
し
、日
本

　
　

 

国
内
に
住
所
が
あ
る
外
国
人
の
方

　
　
国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
免
除
申
請
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

　
審
査
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
猶
予
ま
た

は
全
額
・
一
部
免
除
が
決
定
す
る
と
、

下
記
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
①

　

免
除
の
割
合
に
応
じ
て
、一
定
の
年
金

額
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、全
額
免
除
の
期
間
は
、保
険
料

を
納
め
な
く
て
も
、年
金
額
が
２
分
の
１

保
障
さ
れ
ま
す
。

※
納
付
猶
予
は
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

は
含
ま
れ
ま
す
が
、年
金
額
に
は
計
算

さ
れ
ま
せ
ん
。

メ
リ
ッ
ト
②

　
万
が
一
の
際
に
も
保
障
を
確
保
で
き
ま

す
。病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

の
障
害
年
金
や
一
家
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
の
遺
族
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

　
竜
王
年
金
事
務
所☎２

７
８
‐
１
１
０
０
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家
庭
で
で
き
る
防
災
対
策
は
万
全
で
す
か
？

　

災
害
は
突
然
襲
っ
て
く
る
も
の
で
す
。災
害
に

備
え
、非
常
用
飲
料
水
·
生
活
用
水
を
準
備
す
る

な
ど
、防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　
非
常
用
飲
料
水
は
１
人
１
日

　
最
低
３
リ
ッ
ト
ル
が
必
要
！

　　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
の
よ
う
な
大
規

模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、復
旧
に
時

間
が
か
か
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
で
７
日
分
程

度
の
備
蓄
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。

－社協だより－
　　　　　 まごころ   第 289 号

親
子
ふ
れ
あ
い
事
業　

～ 

Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ 

ｍ
ｅ
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ 

昭
和
シ
ネ
マ 

～

開
催
日
時　

10
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
45
分

当
日
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
９
時
25
分
ま
で
（
時
間
厳
守
）

　
　
　
　
　
　
　

 

※
参
加
賞
あ
り
。座
席
は
当
日
の
く
じ
引
き
で
決
定
し
ま
す
。

会　
　
　

 
場　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和
店
内
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
甲
府

内　
　
　

容　
映
画
鑑
賞
会
【 

ド
ラ
え
も
ん
の
び
太
の
新
恐
竜 

】

　
　
　
　
　
　
　

 
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

対　
　
　

象　

町
内
在
住
の
４
歳
（
年
少
児
）
か
ら
小
学
六
年
生
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　

 

子
ど
も
が
い
る
ご
家
族

定　
　
　

員　
約
１
５
０
名
（
先
着
順
）

参  

加  

費　
無
料

　
　
　
　
　
　
　

 

※
当
日
無
断
欠
席
は
申
込
数
分
の
鑑
賞
料
金
を
請
求
致
し
ま
す
。

持  

ち  

物　
子
ど
も
受
給
者
証

　
　
　
　
　
　
　

 （
親
子
関
係
が
わ
か
る
身
分
証
）、マ
ス
ク
着
用

申
込
受
付
開
始 　
９
月
１
日
（
水
）
正
午
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

 

※
定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 

※
詳
細
は
社
協
Ｈ
Ｐ
・
社
協
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
参
照　

令和３年度
「ふれあいパーティー」参加者募集

2021．9  No.140

　　　　     甲府市上下水道局  TEL 228-3311（代）
　　　　　　　　　　　　  FAX 237-4331

URL  https://www.water.kofu.yamanashi.jp/ （問）甲府市上下水道局
　　経営企画課…☎（228-3319）

　

大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
飲
料
水
を
確
保
す
る

た
め
、小
・
中
学
校
な
ど
の
地
下
に「
非
常
用
貯
水

槽
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

・
甲
府
市 

… 

29
カ
所

● 

甲
府
市
上
下
水
道
局
給
水
区
域

・
甲
斐
市（
旧
敷
島
町
） 

… 

２
カ
所

・
中
央
市（
旧
玉
穂
町
） 

… 

１
カ
所

・
昭
和
町 

… 

３
カ
所

災
害
に
備
え
て「
非
常
用
飲
料
水
・
生

活
用
水
」を
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

災
害
対
策
と
し
て「
非
常
用
貯
水
槽
」

を
設
置
し
て
い
ま
す

◦昭和町
　常永小学校
　西条小学校
　押原公園

◦甲府市	
　舞鶴小学校　
　玉諸小学校
　山城小学校
　大里小学校
　伊勢小学校
　東小学校
　善誘館小学校
　湯田小学校
　国母小学校

　貢川小学校
　新田小学校
　大国小学校
　石田小学校
　池田小学校
　朝日小学校
　甲運小学校
　新紺屋小学校
　相川小学校
　羽黒小学校
　北新小学校
　千塚小学校
　中道北小学校
　中道南小学校
　甲府南中学校

　甲府東中学校
　甲府市役所本庁舎
　甲府市役所南庁舎

（旧相生小学校）

　甲府市役所西庁舎
（旧穴切小学校）

　富士川悠遊館
（旧富士川小学校）

◦甲斐市
　敷島南小学校
　敷島中学校

◦中央市
　玉穂南小学校

9月1日（水）は
「防災の日」

親
子
で
映
画
を
鑑
賞
し
、
さ
ら
に
絆
を
深
め
ま
せ
ん
か
？

〈 

次
の
項
目
に
該
当
さ
れ
る
方
は
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い 

〉

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
疑
い
が
あ
る
ま
た
は
感
染
者
と
接
触
し
た
方

・
熱
が
あ
る
ま
た
は
平
熱
よ
り
１
℃
以
上
高
い
方

・
ご
自
身
ま
た
は
ご
家
族
が
、
軽
い
風
邪
症
状
を
発
症
し
て
い
る
方

・
上
映
開
催
日
よ
り
２
週
間
前
に
右
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

※
事
業
内
容
は
予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

社
協
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
友
だ
ち
登
録
追
加
さ
れ
た
方
は
最
新
情
報
や
お

得
な
情
報
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
※
本
事
業
は
赤
い
羽
根
共

同
募
金
配
分
金
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

町社協
ＬＩＮＥ

昭
和
町
福
祉
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集
！

昭
和
町
福
祉
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集
！

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
福
祉
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ

連
合
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
の
ご
協
力
の
も
と
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
健
康
維
持
や
仲
間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
開
催
日
時　
10
月
７
日（
木
）　

午
前
８
時
30
分
～
正
午
頃

　
　
　
　
　
　

雨
天
の
場
合
は
、
10
月
13
日（
水
）の
同
時
刻
に
延
期

◆
開
催
場
所　
釜
無
工
業
団
地
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド（
築
地
新
居
区
内
）

◆
対　
象　
者　
町
内
在
住
の
概
ね
60
歳
以
上
の
方

◆
持　
ち　
物　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
マ
ス
ク
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
帽
子

◆
参　
加　
費　
無
料

◆
参
加
申
込　
９
月
27
日（
月
）ま
で
に
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
電
話
で
お
申
込
み

　
　
　
　
　
　

く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間　
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で（
祝
日
を
除
く
）

◆
注
意
事
項　
感
染
症
対
策
と
し
て
、
９
月
23
日（
木
・
祝
）か
ら
開
催
当
日
ま
で

　
　
　
　
　
　

の
健
康
状
態
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
平
熱
よ
り
１
℃
以
上
高
い
発
熱
や
咳
等
の
風
邪
症
状
・
感
染
の
疑
い
の
あ
る
方
と
の
接

触　

等
が
あ
る
場
合
は
、
参
加
を
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
町
結
婚
相
談
所
主
催　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

「
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
開
催
日
時　
11
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
頃

◆
開
催
場
所　
ア
ピ
オ
甲
府
タ
ワ
ー
館
６
階

◆
対　
象　
者　
30
歳
代
～
40
歳
代　

県
内
在
住
男
女
各
12
名

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

◆
参　
加　
費　
３
５
０
０
円
（
当
日
集
金
）

◆
参
加
申
込　

10
月
28
日
（
木
）
ま
で
に
申
込
書
を
町
社
会
福
祉
協
議
会
結
婚
相

　
　
　
　
　
　

談
所
宛
へ
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
か
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間　
平
日
の
月
～
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
45
分
ま
で

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
、
参
加
者
に
は
11
月
上
旬
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

　

詳
細
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
H
P
を
参
照　
　

☎
２
７
５
‐
１
８
８
１　
　

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
内
容
に
変
更
も
し

　

く
は
中
止
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

「非常用貯水槽」
設置場所はこちら

非常用に生活用水の準備も！～ 備蓄の仕方 ～
災害時にはトイレ・洗濯などの生活用水も
必要です。お風呂の残り湯などを活用し、
災害に備えましょう。

水道水を密閉できる容器に空気が残らな
いよう口元一杯まで入れて、しっかり蓋を
します。日の当たらない涼しい所に保管し
てください。（夏季：３日間冬季：５日間が目安）

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　 【昭和町社会福祉協議会ホームページ】 URL https://www.showashakyo.or.jp
〒409-3864 昭和町押越 955-1 【記事に関するお問い合わせ】☎ 275-0640  FAX 268-3737
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No.172
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!
～昭和町母子愛育会は、今年度、創立６０周年を迎えます～

コ
ロ
ナ
禍
で
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
　
石
原
政
信
（
西
条
二
区
）

No.203

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

私
た
ち
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
変
化
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
変
化
し
ま
し
た
。

　

特
に
仕
事
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
、
タ

　

特
に
仕
事
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会
議

ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会
議

や
、
在
宅
勤
務
も
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
て
い

や
、
在
宅
勤
務
も
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
今
ま
で
は
朝
に
家
を
出
て
夜
に
帰
宅
し

ま
す
。
今
ま
で
は
朝
に
家
を
出
て
夜
に
帰
宅
し

て
い
ま
し
た
が
、
終
日
在
宅
と
な
る
と
家
庭
内

て
い
ま
し
た
が
、
終
日
在
宅
と
な
る
と
家
庭
内

の
バ
ラ
ン
ス
に
も
変
化
が
起
き
て
き
ま
す
。
こ

の
バ
ラ
ン
ス
に
も
変
化
が
起
き
て
き
ま
す
。
こ

れ
ま
で
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
が

れ
ま
で
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
が

う
ま
く
保
た
れ
て
い
た
の
に
、
そ
の
バ
ラ
ン

う
ま
く
保
た
れ
て
い
た
の
に
、
そ
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
家
庭
内
で
口
論
や
喧
嘩
が
増
し
て

ス
が
崩
れ
て
家
庭
内
で
口
論
や
喧
嘩
が
増
し
て

い
る
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。

い
る
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。

　

都
内
に
単
身
赴
任
を
し
て
い
る
知
人
の
ご
主

　

都
内
に
単
身
赴
任
を
し
て
い
る
知
人
の
ご
主

人
が
在
宅
勤
務
に
な
り
、
在
宅
勤
務
な
ら
ど
こ

人
が
在
宅
勤
務
に
な
り
、
在
宅
勤
務
な
ら
ど
こ

で
も
同
じ
と
自
宅
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。先
日
、

で
も
同
じ
と
自
宅
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。先
日
、

そ
の
ご
夫
婦
と
お
会
い
し
た
と
こ
ろ
、「
旦
那
が

そ
の
ご
夫
婦
と
お
会
い
し
た
と
こ
ろ
、「
旦
那
が

帰
っ
て
き
た
か
ら
、
食
事
や
洗
濯
物
が
増
え
て

帰
っ
て
き
た
か
ら
、
食
事
や
洗
濯
物
が
増
え
て

嫌
に
な
っ
ち
ゃ
う
。」
と
奥
様
。「
俺
だ
っ
て
掃

嫌
に
な
っ
ち
ゃ
う
。」
と
奥
様
。「
俺
だ
っ
て
掃

除
と
か
手
伝
っ
て
い
る
。」と
反
論
す
る
ご
主
人
。

除
と
か
手
伝
っ
て
い
る
。」と
反
論
す
る
ご
主
人
。

こ
れ
は
、
お
互
い
の
生
活
リ
ズ
ム
や
役
割
に
変

こ
れ
は
、
お
互
い
の
生
活
リ
ズ
ム
や
役
割
に
変

化
が
生
じ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
最
初
こ
そ

化
が
生
じ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
最
初
こ
そ

変
化
に
戸
惑
い
は
し
た
も
の
の
、
時
間
の
経
過

変
化
に
戸
惑
い
は
し
た
も
の
の
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
慣
れ
て
き
た
そ
う
で
、
現
在
は
夫
婦

と
と
も
に
慣
れ
て
き
た
そ
う
で
、
現
在
は
夫
婦

の
「
新
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
・
バ
ラ
ン
ス
」
が
整

の
「
新
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
・
バ
ラ
ン
ス
」
が
整

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

７
月

　

７
月
2727
日
、
長
崎
山
梨
県
知
事
は
性
別
に
よ

日
、
長
崎
山
梨
県
知
事
は
性
別
に
よ

る
社
会
格
差
を
徹
底
解
消
す
る
「
男
女
共
同
参

る
社
会
格
差
を
徹
底
解
消
す
る
「
男
女
共
同
参

画
先
進
県
」
実
現
に
向
け
て
の
「
取
り
組
み
断

画
先
進
県
」
実
現
に
向
け
て
の
「
取
り
組
み
断

行
宣
言
」
を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
重
点

行
宣
言
」
を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
重
点

施
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
男
女
共
同
参
画
へ

施
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
男
女
共
同
参
画
へ

の
意
識
改
革
を
進
め
る
た
め
に
、
子
ど
も
の
頃

の
意
識
改
革
を
進
め
る
た
め
に
、
子
ど
も
の
頃

か
ら
の
理
解
促
進
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

か
ら
の
理
解
促
進
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

特
に
若
年
層
へ
の
意
識
啓
発
を
強
化
す
る
こ

特
に
若
年
層
へ
の
意
識
啓
発
を
強
化
す
る
こ

と
。」
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

と
。」
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
、「
共
に
生
き
活

　

私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
、「
共
に
生
き
活

き
輝
け
昭
和
推
進
委
員
会
」
に
お
い
て
、
小
学

き
輝
け
昭
和
推
進
委
員
会
」
に
お
い
て
、
小
学

校
二
年
生
を
対
象
に
、
男
女
共
同
参
画
出
前

校
二
年
生
を
対
象
に
、
男
女
共
同
参
画
出
前

授
業
を
町
内
小
学
校
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま
し

授
業
を
町
内
小
学
校
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
の
時
か
ら
多
様
性
、自
他
の
尊
重
、

た
。
子
ど
も
の
時
か
ら
多
様
性
、自
他
の
尊
重
、

主
体
性
等
を
身
に
付
け
、
男
女
共
同
参
画
の
視

主
体
性
等
を
身
に
付
け
、
男
女
共
同
参
画
の
視

点
を
持
ち
、
社
会
に
羽
ば
た
い
て
い
っ
て
ほ
し

点
を
持
ち
、
社
会
に
羽
ば
た
い
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
で
あ
り
、

い
と
い
う
願
い
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
で
あ
り
、

先
の
施
策
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

先
の
施
策
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

一
日
で
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

一
日
で
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
終
息
し
、
出
前
授
業
が
開
催
で
き
る
こ

症
が
終
息
し
、
出
前
授
業
が
開
催
で
き
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

腎
不
全
の
治
療
に
つ
い
て

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院　
泌
尿
器
科
学
講
座　
准
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血
液
浄
化
療
法
部　
部
長
（
兼
任
）
澤
田
智
史

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

　

腎
臓
は
腰
よ
り
や
や

高
い
位
置
の
背
中
側
に

２
つ
あ
る
握
り
こ
ぶ
し

大
の
ソ
ラ
マ
メ
型
の
臓

器
で
す
。腎
臓
は
次
の

よ
う
な
３
つ
の
役
割
を

も
っ
て
い
ま
す
。

１
．体
の
中
の
水
分
の
調
節
：
余
分
な
水

分
は
尿
と
し
て
分
泌
し
、膀
胱
に
送
り
出

す
。

２
．老
廃
物
の
除
去
：
血
液
か
ら
必
要
な

く
な
っ
た
物
質
を
取
り
出
し
、尿
に
分
泌

す
る
。

３
．ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
：
酸
素
を
運
ぶ
役

割
を
も
つ
赤
血
球
を
つ
く
る
ホ
ル
モ
ン

（
エ
リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
）や
、血
圧
を
調
整

す
る
ホ
ル
モ
ン（
レ
ニ
ン
）を
作
り
、血
液

中
に
分
泌
す
る
。

　

腎
臓
の
機
能
が
低
下
す
る
と
脳
梗
塞
や

心
筋
梗
塞
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
く
な
る

た
め
、腎
臓
の
機
能
低
下
が
み
ら
れ
た
ら

早
め
に
腎
臓
を
保
護
し
て
い
き
ま
す
。原

因
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は
糖
尿
病
、高

血
圧
、膠
原
病
、感
染
症
な
ど
が
あ
り
、原

因
が
わ
か
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。腎

臓
は
予
備
能
力
が
あ
り
、悪
く
な
っ
て
も

な
か
な
か
症
状
が
で
ま
せ
ん
。〝
症
状
が
で

て
こ
な
け
れ
ば
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
の
？
〞

と
思
っ
て
い
る
と
い
つ
の
間
に
か
悪
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

検
診
な
ど
で
腎
機
能
低
下
を
指
摘
さ
れ
た

ら
早
め
に
か
か
り
つ
け
の
ド
ク
タ
ー
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、腎
臓
が
働
か
な
く
な
る
と
ど
う

な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。先
ほ
ど

の
３
つ
の
役
割
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
よ
っ
て
、次
の
よ
う
な
症
状
が

起
こ
り
ま
す
。

①
浮
腫
、肺
う
っ
血
、心
不
全
：
水
が
溜

ま
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
り
、か
ら
だ
の
む

く
み
や
、息
苦
し
さ
、呼
吸
の
し
に
く
さ
が

起
き
ま
す
。

②
尿
毒
症
、不
整
脈
：
血
液
中
の
老
廃
物

が
除
去
で
き
な
い
た
め
尿
毒
症
と
い
う
血

液
に
毒
が
た
ま
っ
た
状
態
と
な
り
、気
持

ち
悪
さ
や
食
欲
の
低
下
が
み
ら
れ
ま
す
。

体
の
中
の
ミ
ネ
ラ
ル
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

な
く
な
り
不
整
脈
が
起
こ
り
ま
す
。中
に

は
死
亡
す
る
可
能
性
の
あ
る
不
整
脈
も
あ

り
注
意
が
必
要
で
す
。

③
貧
血
：
血
液
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
貧
血
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
治
療
す
る
た
め
に
腎
代
替
療

法
が
あ
り
、大
き
く
３
種
類
あ
り
ま
す
。

１
．血
液
透
析
：
日
本
で
最
も
普
及
し
て

い
る
腎
代
替
療
法
で
、腎
不
全
に
よ
り
血

の
中
に
溜
ま
っ
た
毒
素
や
水
分
を
透
析
器

に
よ
っ
て
血
液
か
ら
抜
き
出
し
、き
れ
い

に
し
て
ま
た
体
の
中
に
戻
し
ま
す
。健
常

な
腎
臓
ほ
ど
す
べ
て
の
血
液
中
の
毒
素
を

取
り
切
れ
な
い
の
と
、本
来
腎
臓
が
２
日

か
け
て
体
か
ら
尿
と
し
て
抜
き
出
す
水
分

を
３
〜
４
時
間
と
短
時
間
で
抜
き
ま
す
の

で
、か
ら
だ
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。ま

た
、週
３
回
ほ
ど
通
院
す
る
必
要
も
あ
り

ま
す
。

２
．腹
膜
透
析
：
お
な
か
の
中
に
濃
い
糖

の
液
体
を
入
れ
て
、腹
膜
を
通
し
て
血
液

の
中
の
毒
素
を
こ
の
糖
液
に
移
し
た
の
ち

に
取
り
出
し
ま
す
。ゆ
っ
く
り
と
抜
き
ま

す
の
で
体
へ
の
負
担
は
軽
い
で
す
が
、こ

ち
ら
も
す
べ
て
の
毒
素
を
抜
き
出
せ
な
い

の
と
、お
な
か
の
中
か
ら
チ
ュ
ー
ブ
が
体

外
に
出
て
い
る
た
め
、ば
い
菌
が
入
り
感

染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。通
院
の
回

数
は
血
液
透
析
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、自
分
で
管
理
を
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

３
．腎
移
植
：
別
の
人
の
腎
臓
を
も
ら
っ

て
移
植
す
る
治
療
法
で
す
。２
種
類
あ
り
、

生
体
腎
移
植
と
献
腎
移
植
が
あ
り
ま
す
。

生
体
腎
移
植
：
家
族
ま
た
は
親
戚
か
ら

腎
臓
を
１
つ
も
ら
い
ま
す
。免
疫
学
の
発

達
の
お
か
げ
で
血
液
型
が
一
致
し
な
く
て

も
移
植
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。生
体
腎
移
植
で
の
生
着
率
は

５
年
間（
２
０
１
０
〜
２
０
１
７
年
）で

94
・
1
％
と
高
い
で
す
。

献
腎
移
植
：
不
幸
に
も
亡
く
な
ら
れ
た

方
か
ら
腎
臓
を
い
た
だ
き
ま
す
。希
望
す

る
場
合
に
は
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
登
録
し
、毎
年
１
回
、腎
移
植
施
設
を

受
診
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
公
表
さ
れ
る
待
機
期
間
は
長

く
、16
歳
以
上
で
5
0
3
8
日（
13
・
8

年
）と
な
っ
て
お
り
ま
す
。急
に
腎
移
植
す

る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
と
、２

〜
３
カ
月
仕
事
を
休
む
こ
と
も
考
え
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。生
着
率
は
５
年
間

（
２
０
１
０
〜
２
０
１
７
年
）で
87
・
9
％

と
な
っ
て
お
り
、生
体
腎
移
植
と
ほ
ぼ
同

等
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
腎
臓
の
機
能
が
と
て
も
悪

く
な
っ
た
と
し
た
ら
先
の
３
つ
の
治
療

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
に

特
徴
が
あ
り
ま
す
の
で
、主
治
医
と
よ
く

相
談
し
て
自
分
に
合
っ
た
治
療
を
選
び
ま

し
ょ
う
。ま
た
、腎
臓
の
機
能
が
悪
く
な
く

て
も
、臓
器
提
供
と
い
う
こ
と
に
関
し
て

ご
家
族
の
中
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、

脳
死
下
の
状
態
で
ま
だ
臓
器
が
健
康
な
場

合
に
は
臓
器
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て

も
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

例年夏休み後のこの時期は、家出、深夜はいかい、
薬物乱用等の問題行動が心配されます。特に少年
の家出は大きな危険を伴います。近年、インター
ネット上で知り合った相手に直接会いに行き、誘
拐や監禁または性犯罪の被害に遭う少年が増加し
ています。
このため、警察では、関係機関や団体等と連携
を図りながら、有害環境浄化活動や街頭補導活動
等を一層強化し、少年の非行・被害防止に向けた
活動を推進しております。
家庭では、普段と違う様子はないかなど少年の
変化に気を配り、コミュニケーションをとり、家
庭が心安らぐ居場所であることを実感させること
が重要です。
地域においては、あいさ
つや声かけを通じて、少年
を温かく見守る大人の存在
を伝えていきましょう。

家出少年等の早期発見にご協力を
「外出先から帰宅したら家の中が荒らされていた」という
ような窃盗被害や、その他の犯罪被害に遭ったときは、落
ち着いて次のように対応してください。

〇犯罪現場はそのままにして、立ち入らないようにしてく
ださい。やむを得ず、警察官到着前に犯罪現場に立ち入
った場合は、立ち入ったことについて警察官に説明して
ください。
〇直ちに「110 番通報」または「最寄りの警察署、交番、
駐在所」への届出をしてください。

犯罪現場には指紋や足跡等の重要な資料が残されている
場合があり、警察ではこうした資料を収集して犯人を検挙
する手掛かりとしています。
事件をいち早く解決するため、犯罪の被害に遭った場合

には、犯罪現場はそのままにして、直ちに警察への届出を
お願いします。

犯罪現場はそのままに

企
画
一
般
財
団
法
人
里
仁
会

（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

　恩賜財団母子愛育会の成り立ち、全国か
ら愛育の母と慕われている矢崎きみよ氏
（山梨県 現南アルプス市）のDVD 鑑賞、
昭和町母子愛育会の活動を学びました。
　地区ごとの年齢別の統計から見えた昭和
町の様子を功刀保健師から説明を受けまし
た。高齢化が著しい地区と住宅が増え若い
世代が増えてきた地区が、時代の移り変わ
りとともに変わりつつあることや、若い世
代が多い昭和町であっても徐々に高齢化が
進んでいる等、愛育班員になって改めて自
分たちの住む地域の様子を知ることができ
ました。

　昭和町母子愛育会は、今年度で 60周年を迎えました。60
年の歩みの中で、今も昔も大事にしてきた子育て支援の一環
として「子どもの事故防止」冊子を作成することになり、研
修を行いました。
　コロナ禍で自宅で過ごす時間が増えるなか屋内での事故も
増えており、大人が想像もつかないような遊びから事故につ
ながるケースや、「ちょっと目を離したすきに」という誰に
でも起こり得る事故、大人が気を付けていれば事故につなが
らないことなど、愛育会活動で子育て中のご家庭にもアドバ
イスできる内容を三神保健師よりお話しいただきました。
　また、飴やおもちゃなどの誤飲を防ぐために『チャイルド
マウス』で幼児の口の大きさを確認し、思わぬ事故につなが
らないよう注意することの研修ができました。

『愛育会の成り立ちと　
昭和町の様子を知ろう』 第２部『子どもの事故防止』

８月３日、正副班長会議内で
愛育リーダー研修愛育リーダー研修 を実施しました

第１部

19   広報昭和No.527 広報昭和 令和 3年 9月号   18



日
時　
①
９
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
～
７
時

　
　
　
②
９
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間

　
①
９
月
１
日
（
水
）
～
14
日
（
火
）

　
②
９
月
１
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）

そ
の
他

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・

証
明
書
の
発
行
等
の
業
務
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
関
心

を
高
め
る
た
め
、「
私
に
金
メ
ダ
ル
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
川
柳
作
品
を
募
集

し
ま
す
。（
一
人
２
点
ま
で
）

応
募
資
格　

山
梨
県
後
期
高
齢
者 

医
療
制
度
の
被
保
険
者

応
募
期
間　
９
月
１
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
10
月
15
日
（
金
）
必
着

応
募
方
法

　
作
品
と
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話

番
号
、
職
業
を
記
入
し
、
左
記
①

②
の
方
法
で
「
広
域
連
合
」
ま
で

応
募
く
だ
さ
い
。

①
郵
送
（
は
が
き
）

　
〒
４
０
０
‐
８
５
８
７

　
甲
府
市
蓬
沢
一
丁
目
15
番
35
号　

　
山
梨
県
自
治
会
館
2
階

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
担
当
宛

②
電
子
メ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　

　

kouho@
yam

anashi-　
　
　

　

iryoukouiki.jp

　
※
件
名
は
「
川
柳
応
募
」
と
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

総
務
課（

☎
２
３
６
‐
５
６
７
１
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
に
就
業
機
会
を
提
供
し
、
地
域
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
運

営
し
て
い
る
公
益
的
な
団
体
で
す
。

◎
セ
ン
タ
ー
で
働
く
に
は

・対
象　
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、

原
則
60
歳
以
上
の
甲
斐
市
、
中
央

市
、
昭
和
町
在
住
の
方

※
会
員
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
年
会
費　
２
０
０
０
円

◎
入
会
説
明
会

・
日
時　
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）

・
持
ち
物　
筆
記
用
具

・
場
所　
峡
中
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
議
室

※
要
事
前
申
し
込
み

◎
仕
事
を
依
頼
し
た
い
と
き

　
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

〈
仕
事
の
内
容
〉

・
除
草
・
せ
ん
定
（
草
取
り
、
草
刈

　
り
、
植
木
の
せ
ん
定
）

・
清
掃
（
屋
内
、
屋
外
）

・
営
繕
（
襖
・
障
子
・
網
戸
の
張
り

替
え
）

・
家
事
サ
ー
ビ
ス
（
洗
濯
、
掃
除
、

食
事
作
り
、
買
い
物
等
）

※
そ
の
他
で
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

公
益
社
団
法
人
峡
中
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
７
９
‐
６
６
２
６
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

で
は
、
左
記
の
と
お
り
講
習
会
を
行

い
ま
す
。

◎
介
護
施
設
運
転
講
習
会

　
（
福
祉
有
償
運
送
・
運
転
者
資
格

取
得
）

日
時

　
10
月
21
日
（
木
）

　
午
前
８
時
～
午
後
７
時

　
10
月
22
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

場
所　
甲
府
市「
湯
村
自
動
車
学
校
」

対
象
・
要
件

　
シ
ル
バ
ー
就
業
を
希
望
す
る
60
歳

以
上
の
方
（
※
要
事
前
登
録
）

定
員　
12
名
（
書
類
選
考
あ
り
）

締
め
切
り　
９
月
22
日
（
水
）

受
講
料　
無
料

◎
い
き
い
き
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

　
～
元
気
に
働
く
た
め
の

　
　
　
　
　
脳
活
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
～

日
時

　
10
月
26
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
甲
府
市
「
ぴ
ゅ
あ
総
合
」

対
象　
60
歳
以
上
の
方

定
員　
50
名
（
先
着
順
）

受
付　
９
月
７
日
（
火
）

　
　
　
午
前
10
時
～

受
講
料　
無
料

内
容　
諏
訪
東
京
理
科
大
教
授
（
応

用
健
康
科
学
・
脳
科
学
）

　
　
　
　
　

篠
原 

菊
紀 

氏
に
よ
る

～
脳
活
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
～

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
（
☎
２
２
８
‐
８
３
８
３
）

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
行

す
る
指
定
工
事
店
に
は
、「
下
水
道
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
」
の
資
格

を
有
す
る
者
の
専
属
が
必
要
で
す
。

こ
の
試
験
は
、
責
任
技
術
者
と
し
て

の
技
能
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

受
付
期
間

　
９
月
16
日（
木
）～
10
月
７
日（
木
）

講
習
会
日
時

　
10
月
19
日
（
火
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

試
験
日
時

　
11
月
24
日
（
水
）

　
午
後
２
時
～
４
時
15
分

場
所

　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨（
４
階
大
会
議
室
）

　
甲
府
市
大
津
町
２
１
９
２
‐
８

※
申
込
用
紙
は
、
役
場 

下
水
道
課

の
も
の
か
、
山
梨
県
下
水
道
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
下
水
道
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.yam

anashi-

　

sw
c.or.jp/

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
４
０
６
‐
０
０
４
６

　
山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町

　
　
　
　
　
東
油
川
宇
北
畑
４
１
７

　
公
益
社
団
法
人 

山
梨
県
下
水
道
公
社

事
務
局
（
☎
２
６
３
‐
２
７
３
８
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
・

休
日
の
受
け
取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

川
柳
作
品
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

各
種
講
習
会

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者

の
た
め
の
「
健
康
体
操
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
10
月
１
日
、
５
日
、
12
日
、
26
日

　
11
月
２
日
、
５
日
、
９
日
、
16
日

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所　

 

昭
和
町
総
合
体
育
館

内
容　

 

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

対
象　

 

町
内
在
住
65
歳
以
上
の
方

定
員　

 

30
名

参
加
費　
各
回
１
０
０
円
（
各
回
の

受
付
時
に
集
金
）

講
師

　
㈱
フ
ィ
ッ
ツ　
保
坂 

和
美 

氏

受
付
開
始

　
９
月
13
日
（
月
）
午
前
９
時
～

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す

（
窓
口
で
の
受
付
は
不
可
）

※
ご
本
人
が
お
申
込
み
く
だ
さ
い

※
参
加
者
に
は
通
知
を
発
送
し
ま

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
苔
テ

ラ
リ
ウ
ム
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実

施
し
ま
す
。
苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
と
は
、

ガ
ラ
ス
の
容
器
の
中
で
育
て
る
小
さ

な
苔
の
庭
で
す
。
自
分
だ
け
の
小
さ

な
庭
を
作
っ
て
お
部
屋
に
飾
り
ま
せ

ん
か
。

日
時　
10
月
15
日
（
金
）

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

場
所　

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
会
議
室

対
象　

 

町
内
在
住
40
歳
以
上
の
方

定
員　

 

６
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　
ピ
ン
セ
ッ
ト

受
付
開
始　
９
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す

※
ご
本
人
が
お
申
込
み
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
グ
ラ
ス
リ
ッ
ツ
ェ
ン
は
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
粒
子
の
付
い
た
ペ
ン
で
ガ
ラ

ス
を
傷
つ
け
る
こ
と
で
自
分
の
思
う

デ
ザ
イ
ン
を
ガ
ラ
ス
製
品
に
彫
刻
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
楽
し
ん
で
作
成
が
で

き
る
教
室
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時　
10
月
４
日
（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議

　
　
室
（
社
協
事
務
所
）

内
容　
グ
ラ
ス
リ
ッ
ツ
ェ
ン
で
の
作

　
　
品
製
作

対
象　
町
内
在
住
の
50
歳
以
上
の
方

定
員　
　
６
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
０
０
０
円

　
　
　
　
※
当
日
集
金

持
ち
物　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
３
枚
、

　
　
　
極
細
の
黒
色
油
性
マ
ジ
ッ
ク

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
施
し
、
実
施
い
た
し
ま
す
。

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

※
受
付
開
始
…
９
月
16
日
（
木
）

　
午
前
９
時
か
ら

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

窓
口
で
の
受
付
不
可
。

※
原
則
と
し
て
参
加
者
本
人
が
申
し

込
み
の
こ
と
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
無
料
の
債
務

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談

内
容
に
よ
り
解
決
の
た
め
の
助
言
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
法
律
専
門
家
を
紹
介

し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

受
付
時
間　
月
～
金（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ

　
財
務
省
甲
府
財
務
事
務
所
債
務
相
談

窓
口
（
☎
２
５
３
‐
２
２
６
１
）

健
康
体
操
教
室

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

　
昭
和
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
昭
和
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

昭
和
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
現
在
、
20
名
の
団
員
が
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
は
い
か
な
い
も
の
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
し
、
状
況
を
み
な
が
ら
大
会
等
各
種

行
事
も
行
っ
て
い
る
現
状
で
す
。
週
２
回
の
稽
古
を
通
し
て
、
空

手
技
術
の
向
上
と
共
に
心
と
身
体
を
鍛
え
、
物
事
の
取
組
み
方
や

礼
儀
や
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

見
学
や
体
験
入
団
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275‐8641）

○練習日	（稽古）	　火曜日　午後 7 時～ 9 時
　　　　 　　　 　土曜日　午後 6 時 30 分～ 9 時
○練習場所　　　  総合体育館　武道場

苔
テ
ラ
リ
ウ
ム
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

グ
ラ
ス
リ
ッ
ツ
ェ
ン
教
室

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

及
び
仕
事
の
募
集

令
和
３
年
度
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
認
定
試
験

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
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INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

　
防
災
意
識
の
高
揚
、
防
災
知
識
の

普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
自

然
災
害
を
対
象
と
し
た
「
防
災
」
に

関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品

　
地
震
、
津
波
、
火
山
噴
火
、
台
風
、

豪
雨
、
豪
雪
な
ど
の
自
然
災
害
を

対
象
と
し
た
「
防
災
」
に
関
す
る

も
の
。

　
※
火
災
・
事
故
な
ど
は
除
く

募
集
部
門
（
５
部
門
）

　
①
幼
児
・
小
学
１・
２
年
生
の
部

　
②
小
学
３
～
５
年
生
の
部

　
③
小
学
６
年
生
・
中
学
１
年
生
の
部

　
④
中
学
２・
３
年
生
の
部

　
⑤
高
校
生
・
一
般
の
部

応
募
期
間

　
10
月
31
日
（
日
）
ま
で

（
当
日
発
送
分
ま
で
）

宛
先
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
１
６
０
‐
０
０
０
４

　
東
京
都
新
宿
区
四
谷
４-

34-

１

新
宿
御
苑
前
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル

　
「
第
37
回
防
災
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局
」

　
　
　
（
㈱
オ
ー
エ
ム
シ
ー
内
）
宛

（
☎
０
３
‐
５
３
６
２
‐
０
１
２
６
）

受
付
時
間　
平
日
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
5
時

応
募
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.bousai.go.jp/

kyoiku/poster/37poscon.
htm

l

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
含
む
経
済
的
な
理
由
等
に
よ

り
、
生
理
用
品
の
購
入
が
困
難
な
方

を
支
援
す
る
目
的
と
し
て
、
防
災
備

蓄
品
を
利
用
し
て
生
理
用
品
を
配
布

し
ま
す
。

○
対
象
者

　
希
望
者
（
経
済
的
理
由
等
で
生
理

用
品
が
購
入
で
き
な
い
方
等
）

○
配
布
内
容

　
生
理
用
ナ
プ
キ
ン　
34
枚
入
り
又

は
30
枚
入
り
1
パ
ッ
ク

　
※
1
人
に
つ
き
原
則
1
パ
ッ
ク
お

渡
し
い
た
し
ま
す

○
配
布
場
所

　
・
い
き
い
き
健
康
課

　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
５
）

　
・
福
祉
介
護
課

　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
４
）

　
・
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

○
配
布
方
法

　

各
窓
口
に
設
置
さ
れ
た
「
ル
ナ

カ
ー
ド
」
を
職
員
に
ご
提
示
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　
放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
10
代
か
ら
90
代
の

幅
広
い
世
代
、約
９
万
人
の
学
生
が
、

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し

み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん

で
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目

が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上

げ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

出
願
期
間

　
９
月
14
日
（
火
）
ま
で

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
２
５
１
‐
２
２
３
８
）

　
社
会
か
ら
孤
立
し
が
ち
な
子
育
て

中
の
マ
マ
や
、
い
ま
だ
社
会
的
弱
者

と
み
ら
れ
る
女
性
た
ち
の
活
躍
の
場

を
作
る
こ
と
で
地
域
に
元
気
な
女
性

や
家
族
を
増
や
し
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時　
９
月
20
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
山
梨
中
央

　
　
　
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
東
側

主
催

　
ち
び
チ
ュ
ウ
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

　
N
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
つ
な
が
り
お
茶

会
ち
び
チ
ュ
ウ

（
☎
０
９
０
‐
８
９
４
０
‐
７
３
２
２
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

防災一口メモ　水災を予測する④　～避難情報が発令されたら～
　避難情報の名称変更について、ニュース等でもお知らせしています。
　「警戒レベル３」では、「高齢者等避難」と記されていますが、高齢者だけ
でなく、妊婦や乳幼児とその保護者、自力での避難が困難な方なども含まれ
ています。
　「警戒レベル３」から「警戒レベル５」までは、スマホ等で配信されるエリ
ア情報ではなく、町が発信することになっています。避難する際には、避難
場所や持ち物など、町からの情報に従って行動してください。
　また、大雨の中の避難になる恐れがあります。氾濫の危険がある河川の近
くや大雨の時に通行が困難になる道を避け、安全に避難できる経路を事前に
確認しておくようにしましょう。 女性防災ネット昭和

　7 月は、先月と比較すると全
体の収集量は 32t 増の 353t と
なり、一世帯あたりの収集量
では先月から 4 ㎏増の 39kg と
なりました。引き続き Reduce

（リデュース＝ごみを出さな
い）Reuse（リユース＝ごみを
再使用する）Recycle（リサイ
クル＝ごみを再利用する）の
再確認、生ごみの水切りやご
みの分別を徹底し、ごみの減
量を心がけましょう！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 7 月分の医療費は、
約 6,806 万 8 千 円（ 前 年
同月比 2.22% の増）です。
　健診結果は生活習慣を
見直すきかっけになりま
す。異常がなくても適度
な運動等で日頃の健康維
持に努めましょう！

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

7月6月5月4月3月2月1月

42

35

39

常永地区押原地区西条地区

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
や
テ

レ
ワ
ー
ク
で
運
動
不
足
に
な
っ
た

り
、
生
活
が
乱
れ
た
り
し
て
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。
今
年
の
講
座
で
は
、

生
活
習
慣
病
の
中
で
も
重
篤
な
結
末

に
な
り
か
ね
な
い
循
環
器
疾
患
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。
2
名
の
講
師
が

心
臓
と
血
管
の
病
気
に
関
す
る
予
防

か
ら
治
療
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

お
話
し
い
た
し
ま
す
。

日
時　
10
月
17
日
（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
15
分

　
　
　
（
受
付
は
午
後
1
時
～
）

場
所

　
山
梨
大
学
医
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス

　
臨
床
講
義
棟　
大
講
義
室

対
象　
一
般
町
民

講
師　
山
梨
大
学
医
学
部

　
　
　
外
科
学
講
座
第
２
教
室

　
　
　
　
教
授　
　
中
島 

博
之 

氏

　
　
　
山
梨
大
学
医
学
部

　
　
　
脳
神
経
外
科
学
講
座

　
　
　
　
教
授　
　
木
内 

博
之 

氏

受
講
料　
無
料

申
し
込
み

　

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、 

電
話
番
号
を
明
記
し
、
下
記
ま
で 

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
※
メ
ー
ル
の
場
合
は
題
名
を
「
公

開
講
座
申
込
」と
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
大
学
医
学
域
学
務
課
公
開
講

座
担
当
（
医
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
管
理

棟
１
階
）

　
メ
ー
ル　

kokaikoza@

　
　
　
　
　

m
l.yam

anashi.ac.jp

（
☎
２
７
３
‐
９
３
３
４　

☎
２
７
３
‐
７
９
７
２
）

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
７
３
‐
６
７
４
２
）

　
昨
年
７
月
か
ら
県
内
３
カ
所
の
法

務
局
（
遺
言
書
保
管
所
）
で
、
ご
自

身
で
作
成
し
た
遣
言
書
を
お
預
か
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
す
で
に
自
筆
証
書
遺
言
書
を
作
成

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
遺
言
書

を
お
預
か
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　
大
切
な
財
産
を
ご
家
族
へ
確
実
に

託
す
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
自
筆
証

書
遺
言
書
を
検
討
さ
れ
る
に
当
た
っ

て
は
、
ぜ
ひ
本
制
度
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
保
管
手
続
き
に
は
予
約
が

必
要
で
す
。
ご
予
約
や
手
続
き
の
詳

し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は
、
法
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
、
申
請

す
る
法
務
局
（
遺
言
書
保
管
所
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

〇
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w

.m
o

j.go
.jp

/
M

IN
JI/m

inji03_00051.htm
l

〇
山
梨
県
内
の
遺
言
書
保
管
業
務
を

　
行
う
法
務
局

　
甲
府
地
方
法
務
局
供
託
課

　
　
　
　
　
　
（
遺
言
書
保
管
）

（
☎
２
５
２
‐
７
１
５
１
）（
代
）

〇
甲
府
地
方
法
務
局
鰍
沢
支
局

（
☎
０
５
５
６
‐
２
２
‐
０
１
４
８
）

〇
甲
府
地
方
法
務
局
大
月
支
局

（
☎
０
５
５
４
‐
２
２
‐
０
７
９
９
）

　

山
梨
県
労
働
委
員
会
で
は
、 

「
一
人
で
悩
ま
ず
、あ
き
ら
め
な
い
で
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
出
張
労

働
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
完
全
予
約
制
で
す
。

日
時
・
場
所

◆
10
月
９
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
ラ
ザ
ウ
ォ
ー
ク
甲
斐
双
葉

　
ラ
ザ
ホ
ー
ル
（
甲
斐
市
志
田
字
柿

　
木
６
４
５
‐
１
）

◆
10
月
10
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
正
午

　
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　
研
修
室
（
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖

　
町
船
津
６
６
６
３
‐
１
）

内
容　
パ
ワ
ハ
ラ
や
勤
務
条
件
の
切

り
下
げ
、
解
雇
、
雇
止
め
、
派
遣
切

り
な
ど
の
職
場
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に
向

け
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

対
象　
労
働
者
・
使
用
者
ど
な
た
で
も

相
談
費
用　
無
料

予
約
期
限

　
10
月
６
日
（
水
）　
午
後
５
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
☎
２
２
３
‐
１
８
２
７
）

　
「
生
き
て
い
る
の
が
つ
ら
い
」
と

悩
ま
れ
て
い
る
方
、
あ
な
た
の
気
持

ち
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
周
り
に
死
に
た
い
と

訴
え
る
人
が
い
る
等
、
自
殺
に
関
す

る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
ず
は

お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

　
３
６
５
日　
24
時
間
体
制

　
※
平
日
の
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く

問
い
合
わ
せ

　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０お

こ
な
お
う

５
７
０
‐
０ま

も
ろ
う
よ

６
４
‐
５こ

こ
ろ

５
６
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

久
し
ぶ
り
思
い
出
つ
れ
て
や
っ
て
来
る

生
き
ぬ
い
た
節
め
節
め
の
顔
が
あ
り

堀
内　

冨
美

川
柳

雨
上
り
水
玉
光
り
背
に
落
ち
る

暑
き
日
も
学
童
ま
り
で
元
気
よ
く

小
俣　

芳
枝

雨
音
に
想
い
に
ふ
け
る
仕
舞
風
呂

育
み
し
子
が
還
暦
の
祝
い
酒

山
本
ひ
ろ
子

	

問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

川
柳
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

あ
な
た
の
大
切
な
遺
言
書
を

守
り
ま
す

出
張
労
働
相
談
会

放
送
大
学	

10
月
入
学
生
募
集

９
月
10
日
〜
９
月
16
日
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

山
梨
大
学
公
開
講
座「
す
こ
や
か
に
生
き
る
」

心
臓
と
脳
の
血
管
の
は
な
し

生
理
用
品
の
無
償
配
布
に
つ
い
て

第
37
回
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル

「
ち
び
ち
ゅ
う
マ
ル
シ
ェ
」
を

開
催
し
ま
す
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発
行

／
山

梨
県

昭
和

町
役

場
　

　
編

集
／

企
画

財
政

課
〒

409-3880
山

梨
県

中
巨

摩
郡

昭
和

町
押

越
542-2

電
話

 055-275-2111
㈹

　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ

ー
ル

　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

公
式

ツ
イ

ッ
タ

ー
　

https://tw
itter.com

/show
atow

n

広報昭和ではわが家のアイドルを大募集しています！掲載者にはわが家だけ
4 4 4 4 4

の特別表紙をプレゼント！
お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、ご両親の名前、連絡先、コメント（50 文字以内）とともに、
ご自慢のお子さんのお写真を広報にお寄せください！

申し込み先　昭和町役場 企画財政課（☎ 275-8154）　kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp

チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

令和 2 年 3 月 23 日生（1 歳・女の子）
（父）真悟さん（母）泰香さん（河西区）

足立 羽
う み

海  ちゃん

　お布団だいすき♪
　いつも笑顔をくれてありがとう！

　これからも元気いっぱいに育ってね！

　この夏、皆さんは昭和町産の
とうもろこしやきゅうり、ナ
ス、トマトは食べましたか？秋
には引き続きナス、ブランド米
のヒノヒカリや柿が待っていま
す。地元で作られた作物は新鮮
で、近くの畑で作られていると
思うと生産者を身近に感じるこ
とができて安心感があります。
また、地産地消は流通に係る環
境負荷を減らすこともでき、最
近よく聞くSDGｓ（すべての
人々が豊かで平和に暮らし続け
られる社会をめざす世界共通の
目標）の達成にも繋がります。
豊かさも追求しながら地球環境
を守り、誰一人取り残さないた
めの社会基盤づくりを、普段の
生活の中でできる地産地消で実
践していきましょう♪

なすのケチャップソースかけ

～ 今月は「河西区」食推
　　からのレシピです ～

◆ 作り方
① なすのへたを切り落とし、縦1cm幅に切ります。
② フライパンにオリーブオイルをしき、①のなす

を並べ、両面に焼き色が付くまで焼きます。
③ お皿に並べてケチャップと中濃ソースをかけて

できあがり。
＊バラ肉やサバ缶をはさんでミルフィーユにしたり、肉団

子やつみれを巻いてもOKです♪
＊チーズをのせたり、豚ひき肉を合わせたボロネーゼ風も

おすすめです。

◆ 材料（なす２本分）
・なす ………………… 2本
・オリーブオイル …… 大さじ 1
・ケチャップ ………… 小さじ1
・中濃ソース ………… 小さじ1

地元を美味しくいただこう！
～地産地消は良いこといっぱい～

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

あとがき
　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
は
、日
本
は

過
去
最
多
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
私

た
ち
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。今
月
の

表
紙
は
、五
輪
大
会
に
続
く
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
聖
火
展
示
の
様
子
で
す
。こ
れ
は
県
内
で
採

火
さ
れ
た「
山
梨
の
聖
火
」で
、全
国
の
聖
火
と
一
つ
と

な
っ
て
大
会
を
見
守
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
い
て
は
、本
町

も
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
対
象
区
域
と
な
る
な

ど
、予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。引
き

続
き「
感
染
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」た
め
の
、命
を
守
る

行
動
を
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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